
JP 2014-76168 A 2014.5.1

10

(57)【要約】
【課題】薬液管路内に薬液が残留しているか否かに限ら
ず、洗浄消毒槽への薬液の供給量を設定量に一定に規定
することができる構成を具備する内視鏡洗浄消毒装置を
提供する。
【解決手段】薬液貯留部５と、第１薬液管路１１と、ポ
ンプ７と、第２薬液管路１２と、逆止弁８と、駆動後の
ポンプ７が異常停止した場合に、異常停止した情報が記
憶される記憶部１５と、ポンプ７を駆動する際、前回使
用したポンプ７が異常停止した情報を記憶部１５から読
み出した場合には、薬液貯留部５からの薬液Ｒの吸い上
げ量が第１の量となるようポンプ７を駆動し、記憶部１
５から読み出すポンプ７の異常停止情報が無い場合には
、薬液貯留部５からの薬液Ｒの吸い上げ量が第１の量よ
りも少量である第２の量となるようポンプ７を駆動する
制御部１６と、を具備する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使い捨ての薬液が貯留された薬液貯留部と、
　一端が前記薬液貯留部に連通する第１薬液管路と、
　前記第１薬液管路の他端に接続された、前記薬液貯留部から前記薬液を吸い上げるポン
プと、
　一端が前記ポンプに接続され、他端が洗浄消毒槽に向けて開放された第２薬液管路と、
　前記ポンプに設けられた、前記第２薬液管路から前記第１薬液管路に前記薬液が逆流す
ることを抑止する逆止弁と、
　駆動後の前記ポンプが異常停止した場合に、異常停止した情報が記憶される記憶部と、
　前記ポンプを駆動する際、前回使用した前記ポンプが異常停止した情報を前記記憶部か
ら読み出した場合には、前記薬液貯留部からの前記薬液の吸い上げ量が第１の量となるよ
う前記ポンプを駆動し、前記記憶部から読み出す前記ポンプの異常停止情報が無い場合に
は、前記薬液貯留部からの前記薬液の吸い上げ量が前記第１の量よりも少量である第２の
量となるよう前記ポンプを駆動する制御部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記ポンプの駆動時間を制御することにより、前記薬液貯留部からの前
記薬液の吸い上げ量を前記第１の量と前記第２の量とに異ならせることを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項３】
　前記第１の量は、前記洗浄消毒槽に載置された内視鏡の洗浄消毒に用いる前記薬液の設
定量であり、
　前記第２の量は、前記洗浄消毒槽に載置された内視鏡の洗浄消毒に用いる前記薬液の設
定量から、前記第１薬液管路及び前記第２薬液管路の容積全体に残留可能な前記薬液の量
を減じた値であることを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記ポンプを駆動する際、前回使用した前記ポンプが異常停止した情報
を前記記憶部から読み出した場合には、前記第１薬液管路及び前記第２薬液管路内に前記
薬液が残留していないと判断して前記第１の量を前記薬液貯留部から吸い上げるよう前記
ポンプを駆動し、
　前記記憶部から読み出す前記ポンプの異常停止情報が無い場合には、前記第１薬液管路
及び前記第２薬液管路の容積全体に前記薬液が残留していると判断して前記第２の量を前
記薬液貯留部から吸い上げるよう前記ポンプを駆動することを特徴とする請求項３に記載
の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項５】
　前記第１の量は、前記洗浄消毒槽に載置された内視鏡の洗浄消毒に用いる前記薬液の設
定量から、前記第１薬液管路及び前記第２薬液管路の容積の一部に残留する前記薬液の残
留量を減じた値であり、
　前記第２の量は、前記洗浄消毒槽に載置された内視鏡の洗浄消毒に用いる前記薬液の設
定量から、前記第１薬液管路及び前記第２薬液管路の容積全体に残留可能な前記薬液の量
を減じた値であることを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項６】
　前記第１薬液管路と前記第２薬液管路の少なくとも一方に前記薬液の通過を検出するセ
ンサが設けられており、
　前記制御部は、前記ポンプを駆動する際、前回使用した前記ポンプが異常停止した情報
を前記記憶部から読み出した場合には、前記第１薬液管路及び前記第２薬液管路内に前記
薬液が一部残留していると前記センサから判断して前記薬液の前記残留量を検出し、前記
第１の量を前記薬液貯留部から吸い上げるよう前記ポンプを駆動し、
　前記記憶部から読み出す前記ポンプの異常停止情報が無い場合には、前記第１薬液管路
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及び前記第２薬液管路の容積全体に前記薬液が残留していると判断して前記第２の量を前
記薬液貯留部から吸い上げるよう前記ポンプを駆動することを特徴とする請求項５に記載
の内視鏡洗浄消毒装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポンプの駆動により薬液貯留部から薬液管路を介して洗浄消毒槽に薬液を供
給する内視鏡洗浄消毒装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡洗浄消毒装置を用いた内視鏡の薬液処理は、内視鏡が収納された洗浄消毒槽と薬
液が貯留された薬液貯留部とを連通する薬液管路に設けられたポンプが駆動され、薬液貯
留部から吸い上げられた薬液が薬液管路を介して洗浄消毒槽に供給されることにより行わ
れる。
【０００３】
　また、特許文献１には、薬液管路の中途位置に設けられたポンプに流量センサが設けら
れることにより、洗浄消毒槽への薬液の供給量を検出する構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－９９１８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、洗浄消毒装置の中には、薬液貯留部から薬液管路を介して洗浄消毒槽に薬液
を供給する際、内視鏡の薬液処理に必要な設定量の薬液が、例えばポンプの駆動時間が制
御されることにより薬液貯留部から吸い上げられ、洗浄消毒槽に供給される構成を有して
いるものもある。
【０００６】
　しかしながら、この構成では、薬液管路内に残留している薬液量が加味されておらず、
薬液は、ポンプの駆動により薬液貯留部から吸い上げた薬液処理に必要な設定量に加え、
薬液管路内に残留している量までもが洗浄消毒槽に供給されてしまうことから、洗浄消毒
槽に薬液が設定量よりも過剰に供給されてしまうといった問題があり、特に薬液が使い捨
ての薬液の場合、過剰に供給され続けてしまうと、薬液貯留部から想定よりも早く薬液が
無くなってしまうといった問題があった。
【０００７】
　尚、このような問題の背景には、薬液管路内には、何等から理由により薬液が残留して
いない場合もあることから、薬液が設定量よりも少ない量にて洗浄消毒槽に供給されてし
まうことを防ぐため、設定量よりも多く供給せざるを得ないといった事情があった。
【０００８】
　また、このような問題に鑑み、特許文献１に開示された薬液管路の中途位置に設けられ
た流量センサを用いて洗浄消毒槽への薬液の供給量を制御する構成も考えられるが、薬液
管路における流量センサよりも下流側に残留している薬液を流量センサは検出することは
できないことから、やはり、設定量よりも多くの薬液が洗浄消毒槽に供給されてしまう問
題はあった。
【０００９】
　本発明は、上記問題点に鑑みなされたものであり、薬液管路内に薬液が残留しているか
否かに限らず、洗浄消毒槽への薬液の供給量を設定量に一定に規定することができる構成
を具備する内視鏡洗浄消毒装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【００１０】
　上記目的を達成するため本発明の一態様における内視鏡洗浄消毒装置は、使い捨ての薬
液が貯留された薬液貯留部と、一端が前記薬液貯留部に連通する第１薬液管路と、前記第
１薬液管路の他端に接続された、前記薬液貯留部から前記薬液を吸い上げるポンプと、一
端が前記ポンプに接続され、他端が前記洗浄消毒槽に向けて開放された第２薬液管路と、
前記ポンプに設けられた、前記第２薬液管路から前記第１薬液管路に前記薬液が逆流する
ことを抑止する逆止弁と、駆動後の前記ポンプが異常停止した場合に、異常停止した情報
が記憶される記憶部と、前記ポンプを駆動する際、前回使用した前記ポンプが異常停止し
た情報を前記記憶部から読み出した場合には、前記薬液貯留部からの前記薬液の吸い上げ
量が第１の量となるよう前記ポンプを駆動し、前記記憶部から読み出す前記ポンプの異常
停止情報が無い場合には、前記薬液貯留部からの前記薬液の吸い上げ量が前記第１の量よ
りも少量である第２の量となるよう前記ポンプを駆動する制御部と、を具備する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、薬液管路内に薬液が残留しているか否かに限らず、洗浄消毒槽への薬
液の供給量を設定量に一定に規定することができる構成を具備する内視鏡洗浄消毒装置を
提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置における洗浄消毒槽に薬液を供給する構成の
みを概略的に示す図
【図２】図１のセンサを、第２薬液管路の他端側に設けた内視鏡洗浄消毒装置の変形例の
構成を示す図
【図３】図２の第２薬液管路の他端付近にセンサを設けた変形例を概略的に示す図
【図４】内視鏡洗浄消毒装置の一例を、トップカバーが開放され、洗浄消毒槽に内視鏡が
収納自在な状態において示す内視鏡洗浄消毒装置の斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。図１は、本実施の形態の内視鏡
洗浄消毒装置における洗浄消毒槽に薬液を供給する構成のみを概略的に示す図である。
【００１４】
　図１に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、薬液処理される内視鏡１００が収納自在
な洗浄消毒槽４と、使い捨ての薬液Ｒが貯留された薬液貯留部５と、一端１１ｉが薬液貯
留部５に連通する第１薬液管路１１と、第１薬液管路１１の中途位置に設けられた薬液Ｒ
の通過を検出するセンサ３と、第１薬液管路１１の他端１１ｔに接続されたポンプ７と、
一端１２ｉがポンプ７に接続され他端１２ｔが洗浄消毒槽４に向けて開放された第２薬液
管路１２と、ポンプ７に設けられた、第２薬液管路１２から第１薬液管路１１に薬液Ｒが
逆流することを抑止する逆止弁８と、記憶部１５と、制御部１６とを具備している。
【００１５】
　このような構成を有する内視鏡洗浄消毒装置１においては、制御部１６によって、ポン
プ７が駆動制御されることにより、薬液貯留部５内に貯留された薬液Ｒは、ポンプ７によ
って吸い上げられ、第１薬液管路１１、第２薬液管路１２を通過し、第２薬液管路１２の
他端１２ｔから洗浄消毒槽４に設定量が供給される構成となっている。
【００１６】
　この薬液貯留部５から洗浄消毒槽４への薬液Ｒの供給の際、センサ３により薬液Ｒの通
過が検出されることにより、ポンプ７の駆動により薬液貯留部５から薬液Ｒが吸い上げら
れていることが制御部１６によって確認される。
【００１７】
　即ち、ポンプ７を駆動した後、一定時間経過後、センサ３が未検出状態であれば、制御
部１６は、薬液貯留部５において薬液Ｒが無くなったことを容易に認識することができ、
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ポンプ７の駆動を停止させる制御を行う。尚、ポンプ７が、薬液貯留部５に薬液Ｒが無く
なったことに起因して異常停止した場合には、第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２内
には、薬液Ｒが残留していない。
【００１８】
　また、洗浄消毒槽４への薬液Ｒの設定量の供給が終了し、ポンプ７の駆動が正常に停止
した後は、逆止弁８により、第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２内には、薬液Ｒが残
留する。尚、逆止弁８は、ポンプ７以外の位置、具体的には、第１薬液管路１１と第２薬
液管路１２とのいずれかに設けられていても構わない。
【００１９】
　また、使い捨ての薬液Ｒとしては、内視鏡１００を洗浄する洗浄液、消毒する消毒液、
乾燥する揮発液等が挙げられる。また、内視鏡１００の薬液処理としては、内視鏡１００
の洗浄消毒処理等が挙げられる。
【００２０】
　記憶部１５は、駆動後のポンプ７が異常停止した場合に、異常停止した旨の情報が記憶
されるものである。尚、駆動後のポンプ７が異常停止する場合としては、上述したように
、ポンプ７が駆動した後、一定時間経過後、センサ３が未検出状態の場合が挙げられる。
一例としては、ポンプ７の駆動後、５秒経過してもセンサ３が未検出状態であり、さらに
３０秒経過してもセンサ３が未検出状態の場合が挙げられる。
【００２１】
　制御部１６は、上述したように、薬液貯留部５から薬液Ｒを吸い上げるポンプ７の駆動
制御を行うものである。尚、制御部１６によるポンプ７の具体的な駆動制御方法としては
、ポンプ７の駆動時間を制御する等が挙げられる。
【００２２】
　また、制御部１６は、ポンプ７を駆動する際、ポンプ７が前回使用した際に異常停止し
た情報を記憶部１５から読み出した場合には、薬液貯留部５からの薬液Ｒの吸い上げ量が
第１の量となるようポンプ７を駆動する制御を行うとともに、記憶部１５から読み出すポ
ンプ７の異常停止情報が無い場合には、薬液貯留部５からの薬液Ｒの吸い上げ量が第１の
量よりも少量である第２の量となるようポンプ７を駆動する制御を行う。
【００２３】
　尚、制御部１６は、ポンプ７の駆動時間を制御することにより、薬液貯留部５からの薬
液Ｒの吸い上げ量を第１の量と第２の量とに異ならせる制御を行う。
【００２４】
　具体的には、制御部１６は、ポンプ７を駆動する際、一方、ポンプ７が前回使用した際
に異常停止した情報を記憶部１５から読み出した場合には、第１薬液管路１１及び第２薬
液管路１２内に薬液Ｒが残留していないと判断して、洗浄消毒槽４に載置された内視鏡１
００の洗浄消毒に用いる薬液Ｒの設定量である第１の量を薬液貯留部５から吸い上げるよ
うポンプ７を駆動する制御を行う。例えば、第１の量を薬液貯留部５から吸い上げるよう
ポンプ７の駆動時間を制御する。
【００２５】
　より具体的には、洗浄消毒槽４に供給する薬液Ｒの設定量が１５ｍｌの場合、制御部１
６は、薬液貯留部５から薬液Ｒを、１５ｍｌ吸い上げるようポンプ７の駆動時間を制御す
る。
【００２６】
　また、制御部１６は、ポンプ７を駆動する際、他方、記憶部１５から読み出すポンプの
異常停止情報が無い場合には、第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２の容積全体に薬液
が残留していると判断して、洗浄消毒槽４に載置された内視鏡１００の洗浄消毒に用いる
薬液Ｒの設定量から、第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２の容積全体に残留可能な薬
液Ｒの量を減じた値である第２の量を薬液貯留部５から吸い上げるようポンプ７を駆動す
る制御を行う。例えば、第２の量を薬液貯留部５から吸い上げるようポンプ７の駆動時間
を制御する。具体的には、ポンプ７の駆動時間を第１の量吸い上げる場合よりも短くする
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ことにより、薬液Ｒの吸い上げ量が第２の量となるよう制御する。
【００２７】
　より具体的には、洗浄消毒槽４に供給する薬液Ｒの設定量が１５ｍｌの場合であって、
かつ第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２の容積が１０ｍｌの場合、制御部１６は、薬
液貯留部５から薬液Ｒを、５ｍｌ吸い上げるようポンプ７の駆動時間を制御する。
【００２８】
　このように、本実施の形態においては、制御部１６は、ポンプ７を駆動制御する際、ポ
ンプ７が前回使用した際に異常停止した情報を記憶部１５から読み出した場合には、洗浄
消毒槽４に載置された内視鏡１００の洗浄消毒に用いる薬液Ｒの設定量である第１の量を
薬液貯留部５から吸い上げるようポンプ７を駆動する制御を行い、記憶部１５から読み出
すポンプの異常停止情報が無い場合には、洗浄消毒槽４に載置された内視鏡１００の洗浄
消毒に用いる薬液Ｒの設定量から、第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２の容積全体に
残留可能な薬液Ｒの量を減じた値である第２の量を薬液貯留部５から吸い上げるようポン
プ７を駆動する制御を行うと示した。
【００２９】
　このことによれば、第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２内に薬液Ｒが残留している
か否かに限らず、制御部１６は、ポンプ７が前回使用した際に異常停止したか否かを判断
するだけで、薬液貯留部５からの薬液Ｒの吸い上げ量を第１の量と第２の量とに切り換え
ることができる。
【００３０】
　このため、薬液Ｒが第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２に残留している場合であっ
ても、従来のように、毎回設定量の薬液Ｒを薬液貯留部５から吸い上げる必要がなくなり
、毎回設定量よりも多い薬液Ｒを洗浄消毒槽４に供給してしまうことが無い。さらには、
設定量よりも少ない薬液Ｒを洗浄消毒槽４に供給してしまうことが無い。即ち、内視鏡１
００の洗浄消毒に必要な設定量のみ、薬液Ｒを使用の都度、洗浄消毒槽４に一定量にて供
給することができる。
【００３１】
　以上から、薬液管路内に薬液が残留しているか否かに限らず、洗浄消毒槽への薬液の供
給量を設定量に一定に規定することができる構成を具備する内視鏡洗浄消毒装置を提供す
ることができる。
【００３２】
　尚、以下、変形例を、図２、図３を用いて示す。
　図２は、図１のセンサを、第２薬液管路の他端側に設けた内視鏡洗浄消毒装置の変形例
の構成を示す図、図３は、図２の第２薬液管路の他端付近にセンサを設けた変形例を概略
的に示す図である。
【００３３】
　上述した本実施の形態においては、センサ３は、第１薬液管路１１に設けられていると
示したが、図２に示すように、第２薬液管路１２における他端１２ｔ側に設けられていて
も構わない。
【００３４】
　これは、センサ３に流量を測定する機能を持たせた場合、センサ３は、洗浄消毒槽４に
近い位置に設けられているほど、洗浄消毒槽４への薬液Ｒの供給量を正確に検出すること
ができるばかりか、第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２内に薬液が残留しているか否
か容易に検出することができるため、洗浄消毒槽４への薬液Ｒの過剰供給や、第１薬液管
路１１及び第２薬液管路１２内に薬液が残留していなかった場合の空供給、即ち、薬液貯
留部５に薬液Ｒが貯留されていなかった場合の空供給を、ポンプ７の前回の状態からポン
プ７の駆動時間を制御することに加え、より確実に防止することができる。
【００３５】
　よって、センサ３は、図３に示すように、第２薬液管路１２の他端１２ｔ付近に設けら
れていることが好ましい。
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【００３６】
　また、以下、別の変形例を示す。
　上述した本実施の形態においては、制御部１６は、ポンプ７を駆動制御する際、ポンプ
７が前回使用した際に異常停止した情報を記憶部１５から読み出した場合には、第１の量
を薬液貯留部５から吸い上げるようポンプ７を駆動する制御を行い、記憶部１５から読み
出すポンプの異常停止情報が無い場合には、第２の量を薬液貯留部５から吸い上げるよう
ポンプ７を駆動する制御を行うと示した。
【００３７】
　即ち、ポンプ７が前回使用した際に異常停止したか否かにより、薬液貯留部５からの吸
い上げ量を第１の量と第２の量とに切り換えると示した。
【００３８】
　これに限らず、センサ３を用いて、一方、ポンプ７を駆動した後、一定時間経過後であ
ってもセンサ３が検出しない場合、または一定時間経過後にセンサ３が検出した場合には
、制御部１６は、第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２に薬液Ｒが残留していないと判
断して、第１の量を薬液貯留部５から吸い上げるよう、ポンプ７の駆動時間を制御しても
構わない。
【００３９】
　また、センサ３を用いて、他方、ポンプ７を駆動した直後に、センサ３が検出した場合
には、制御部１６は、第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２に薬液Ｒが残留していると
判断して、第２の量を薬液貯留部５から吸い上げるよう、ポンプ７の駆動時間を制御して
も構わない。
【００４０】
　さらに、以下、別の変形例を示す。
　上述した本実施の形態においては、ポンプ７が異常停止した場合、第１薬液管路１１及
び第２薬液管路１２に薬液が残留しないとして、制御部１６は、ポンプ７を駆動制御する
際、ポンプ７が前回使用した際に異常停止した情報を記憶部１５から読み出した場合には
、洗浄消毒槽４に載置された内視鏡１００の洗浄消毒に用いる薬液Ｒの設定量である第１
の量を薬液貯留部５から吸い上げるようポンプ７を駆動する制御を行うと示した。
【００４１】
　しかしながら、ポンプ７が異常停止した場合であっても、一部、第１薬液管路１１及び
第２薬液管路の一部に薬液が残留する場合がある。
【００４２】
　具体的には、図１に示す本実施の形態の構成においては、第１薬液管路１１において、
センサ３と薬液貯留部５との間を第１の部位１１ａとし、ポンプ７とセンサ３との間を第
２の部位１１ｂとした場合、第１の部位１１ａのみに容積全体に薬液Ｒが残留する場合が
ある。
【００４３】
　また、図２に示す変形例の構成において、第２薬液管路１２において、センサ３からポ
ンプ７までを第３の部位１２ａとし、他端１２ｔからセンサ３までを第４の部位１２ｂと
した場合、第１薬液管路１１及び第３の部位１２ａのみに容積全体に薬液Ｒが残留する場
合がある。
【００４４】
　この場合においても、制御部１６が、本実施の形態と同様に設定量である第１の量を薬
液貯留部５から吸い上げるようポンプ７を駆動制御してしまうと、洗浄消毒槽４には、設
定量に加え、図１であれば第１の部位１１ａ、図２であれば第１薬液管路１１及び第３の
部位１２ａに残留した薬液Ｒが供給されてしまい、洗浄消毒槽４に設定量よりも過剰に薬
液Ｒが供給されてしまう可能性があった。
【００４５】
　よって、制御部１６は、ポンプ７を駆動する際、ポンプ７が前回使用した際に異常停止
した情報を記憶部１５から読み出した場合には、図１の場合は、第１薬液管路１１内にお
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いて薬液Ｒが第１の部位１１ａの容積全体のみに残留しているとセンサ３から判断して薬
液Ｒの残留量を第１の部位１１ａの容積から検出し、薬液Ｒの設定量から、第１の部位１
１ａの容積全体に残留する薬液Ｒの残留量を減じた値である第１の量を薬液貯留部５から
吸い上げるようポンプ７を駆動制御しても構わない。
【００４６】
　また、図２の場合は、薬液Ｒが第１薬液管路１１及び第３の部位１２ａの容積全体のみ
に残留しているとセンサ３から判断して薬液Ｒの残留量を第１薬液管路１１及び第３の部
位１２ａの容積から検出し、薬液Ｒの設定量から、第１薬液管路１１及び第３の部位１２
ａの容積全体に残留する薬液Ｒの残留量を減じた値である第１の量を薬液貯留部５から吸
い上げるようポンプ７を駆動制御しても構わない。
【００４７】
　尚、このセンサ３を用いた薬液Ｒの残留検出は、ポンプ７を駆動し、一定時間経過した
後、センサ３が検出せず、さらに数秒後に、センサ３が液有りと検出した場合、制御部１
６が、図１の場合は、第１薬液管路１１内において薬液Ｒが第１の部位１１ａの容積全体
のみに残留しているとセンサ３から判断し、図２の場合は、薬液Ｒが第１薬液管路１１及
び第３の部位１２ａの容積全体のみに残留しているとセンサ３から判断することによって
行われる。
【００４８】
　尚、以上のことは、第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２に設けるセンサ３の数を増
やせば、薬液Ｒの残留量をより正確に検出することができ、制御部１６は、残留量を加味
した薬液Ｒの量を正確に薬液貯留部５から吸い上げるようポンプ７の駆動制御を行うこと
ができる。
【００４９】
　このような構成によれば、従来においては、図１においては、第１薬液管路１１内にお
いて薬液Ｒが第１の部位１１ａの容積全体のみに残留している場合、図２においては、薬
液Ｒが第１薬液管路１１及び第３の部位１２ａの容積全体のみに残留している場合であっ
ても、設定量の薬液Ｒを薬液貯留部５から吸い上げていたが、本構成によれば、第１薬液
管路１１及び第２薬液管路１２に残留している薬液量を設定量から減じた分だけ薬液Ｒを
薬液貯留部５から吸い上げれば良くなることから、上述した本実施の形態と同様の効果を
得ることができる。
【００５０】
　また、以下、別の変形例を示す。
　上述した本実施の形態においては、ポンプ７に逆止弁８が設けられていると示したが、
これに限らず、逆止弁８を設けなくとも良い。
【００５１】
　このことによれば、ポンプ７の駆動停止後、第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２は
大気開放されることから、第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２内の薬液Ｒは、重力に
より薬液貯留部５に全て回収される。
【００５２】
　即ち、ポンプ７の駆動を停止すれば、毎回、第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２内
に薬液Ｒが残留しなくなることから、次回以降、薬液Ｒを洗浄消毒槽４に供給する場合に
は、制御部１６は、設定量である第１の量を薬液貯留部５から吸い上げるようポンプ７を
駆動制御すれば、確実に設定量だけ薬液Ｒが洗浄消毒槽４に供給されることになるため、
薬液Ｒの過剰供給や設定量よりも少なく供給されてしまうことを確実に防ぐことができる
。
【００５３】
　即ち、薬液管路内に薬液が残留しているか否かに限らず、洗浄消毒槽への薬液の供給量
を設定量に一定に規定することができる構成を具備する内視鏡洗浄消毒装置を提供するこ
とができる。
【００５４】
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　ところで、薬液Ｒに有効使用期限がある場合、薬液Ｒが、薬液貯留部５、第１薬液管路
１１及び第２薬液管路１２内に有効使用期限外まで残留したまま放置されてしまう場合が
ある。
【００５５】
　この場合、薬液貯留部５内の薬液を交換したとしても、第１薬液管路１１及び第２薬液
管路１２内に残留していた薬液Ｒは、適正な薬液の効果を発揮することができないため、
第１薬液管路１１及び第２薬液管路１２内に薬液Ｒが残留していたとしても、洗浄消毒槽
４に供給しても適正な効果が出ないため、この残留量を無視する必要がある。
【００５６】
　よって、本実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置１においては、前回使用した際から薬液Ｒ
が有効使用期限外となる規定期間を経過した状態においては、第１薬液管路１１及び第２
薬液管路１２内に薬液Ｒが残留していたとしても、この残留量を無視し、制御部１６は、
上述した設定量である第１の量を薬液貯留部５から吸い上げるようポンプ７の駆動制御を
行う構成を有している。
【００５７】
　このような構成によれば、確実に取り替えられた有効期限内の薬液Ｒを設定量、洗浄消
毒槽４に供給することができる。
【００５８】
　ところで、洗浄消毒槽４に収納する内視鏡１００の種類、具体的には大きさや重量によ
っては、または内視鏡１００の本数によっては、洗浄消毒槽４に供給される薬液Ｒの設定
量が変化する。
【００５９】
　例えば、洗浄消毒槽４の容量が１０ｌであり、薬液Ｒが１０ｍｌ必要だった場合、内視
鏡１００を１本洗浄消毒槽４に収納したとき、洗浄消毒槽４の水位が１ｌ増えるとすると
、内視鏡１００が１本収納されている場合では、洗浄消毒槽４に入る水は９ｌとなり、薬
液Ｒは９ｍｌで良いが、２本収納されている場合では、洗浄消毒槽４に入る水は８ｌとな
るため、薬液Ｒは８ｍｌで良くなる。
【００６０】
　しかしながら、従来は、洗浄消毒槽４に収納される内視鏡１００の種類、本数に限らず
、洗浄消毒槽４に設定量の薬液Ｒを供給していたことから、場合によっては、薬液Ｒを過
剰に供給している場合があった。
【００６１】
　そこで、本実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置１においては、操作者によって事前に内視
鏡洗浄消毒装置１に入力された内視鏡１００の情報、または、内視鏡洗浄消毒装置１に設
けられたＲＦＩＤ等により、近付けられた内視鏡から自動的に受け取った内視鏡１００の
情報から、洗浄消毒する内視鏡１００の本数、重さ、大きさを制御部１６が判断し、内視
鏡の種類、本数に応じた量の薬液Ｒが洗浄消毒槽４に供給されるよう、ポンプ７を駆動制
御する構成を有している。
【００６２】
　このような構成によれば、洗浄消毒槽４への薬液Ｒの過剰供給や設定量よりも少なく供
給されてしまうことを確実に防止することができる。
【００６３】
　ところで、内視鏡洗浄消毒装置１を用いた内視鏡１００の洗浄消毒工程においては、内
視鏡１００の外表面のみならず、内視鏡１００が内部に具備する内視鏡管路までもが洗浄
消毒される。
【００６４】
　ここで、内視鏡１００の種類によっては、内部に有する管路の本数が異なる。さらには
、内視鏡１００の本数が増えるほど、管路数も増加する。具体的には、内視鏡が１本有す
る管路を充填するのに必要な薬液Ｒの量が２０ｍｌであるとすると、当然、内視鏡が２本
有する管路を充填するのに必要な薬液Ｒの量は４０ｍｌとなる。
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【００６５】
　しかしながら、従来は、洗浄消毒槽４に収納される内視鏡１００の種類、本数に限らず
、内視鏡管路に設定量の薬液Ｒを供給していたことから、場合によっては、薬液Ｒを過剰
に供給している場合があった。
【００６６】
　具体的には、内視鏡洗浄消毒装置１にて、最大２本の内視鏡１００の洗浄消毒処理を行
える構成においては、内視鏡１００の種類、本数に限らず、２本分の内視鏡管路の洗浄消
毒に必要な薬液量を供給していたことから、１本の場合は、薬液Ｒを過剰に供給していた
。
【００６７】
　そこで、本実施の形態の内視鏡洗浄消毒装置１においては、操作者によって事前に内視
鏡洗浄消毒装置１に入力された内視鏡１００の情報、または、内視鏡洗浄消毒装置１に設
けられたＲＦＩＤ等により、近付けられた内視鏡から自動的に受け取った内視鏡１００の
情報から、洗浄消毒する内視鏡１００の本数、重さ、大きさを制御部１６が判断し、内視
鏡の種類、本数に応じた量の薬液Ｒが内視鏡管路に供給されるよう、ポンプ７を駆動制御
する構成を有している。
【００６８】
　このような構成によれば、内視鏡管路への薬液Ｒの過剰供給や設定量よりも少なく供給
されてしまうことを確実に防止することができる。
【００６９】
　次に、本実施の形態において内視鏡洗浄消毒装置１の一例を、図４を用いて説明する。
図４は、内視鏡洗浄消毒装置の一例を、トップカバーが開放され、洗浄消毒槽に内視鏡が
収納自在な状態において示す内視鏡洗浄消毒装置の斜視図である。
【００７０】
　同図に示すように、内視鏡洗浄消毒装置１は、使用済みの内視鏡１００を洗浄、消毒す
るための装置であり、装置本体２と、その上部に、例えば図示しない蝶番を介して開閉自
在に接続されたトップカバー１０３とにより、主要部が構成されている。
【００７１】
　トップカバー１０３が、装置本体２に閉じられている状態では、装置本体２とトップカ
バー１０３とは、装置本体２及びトップカバー１０３の互いに対向する位置に配設された
、例えばラッチ１０８により固定される構成となっている。
【００７２】
　装置本体２の操作者が近接する図中前面であって、例えば左半部の上部に、洗剤／アル
コールトレー１１１が、装置本体２の前方へ引き出し自在に配設されている。
【００７３】
　洗剤／アルコールトレー１１１には、内視鏡１００を洗浄する際に用いられる液体であ
る洗浄剤が貯留された洗剤タンク１１１ａと、洗浄消毒後の内視鏡１００を乾燥する際に
用いられる液体であるアルコールが貯留されたアルコールタンク１１１ｂとが収納されて
おり、洗剤／アルコールトレー１１１が引き出し自在なことにより、各タンク１１１ａ、
１１１ｂに、所定に液体が補充できるようになっている。尚、洗剤タンク１１１ａ、アル
コールタンク１１１ｂは、上述した薬液貯留部５に相当する。
【００７４】
　尚、洗剤／アルコールトレー１１１には、２つの窓部１１１ｍが設けられており、該窓
部１１１ｍにより、各タンク１１１ａ、１１１ｂに注入されている洗浄剤及びアルコール
の残量が操作者によって確認できるようになっている。
【００７５】
　また、装置本体２の前面であって、例えば右半部の上部に、消毒液トレー１１２が、装
置本体２の前方へ引き出し自在に配設されている。消毒液トレー１１２には、内視鏡１０
０を消毒する際に用いる、例えば過酢酸等の消毒液が注入された２つの薬液ボトル１１２
ａ、１１２ｂが収納されており、消毒液トレー１１２が、引き出し自在なことにより２つ
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の薬液ボトル１１２ａ、１１２ｂを所定にセットできるようになっている。尚、薬液ボト
ル１１２ａ、１１２ｂは、上述した薬液貯留部５に相当する。尚、消毒液トレー１１２に
は、２つの窓部１１２ｍが設けられており、該窓部１１２ｍにより、各薬液ボトル１１２
ａ、１１２ｂに注入されている洗浄剤及びアルコールの残量が操作者によって確認できる
ようになっている。
【００７６】
　さらに、装置本体２の前面であって、消毒液トレー１１２の上部に、洗浄消毒時間の表
示や、消毒液を加温するための指示釦等が配設されたサブ操作パネル１３が配設されてい
る。
【００７７】
　また、装置本体２の図中前面の下部に、装置本体２の上部に閉じられているトップカバ
ー１０３を、操作者の踏み込み操作により装置本体２の上方に開くためのペダルスイッチ
１４が配設されている。
【００７８】
　また、装置本体２の上面の、例えば操作者が近接する前面側の右端寄りに、装置本体２
の洗浄、消毒動作スタートスイッチ、及び洗浄、消毒モード選択スイッチ等の設定スイッ
チ類が配設されたメイン操作パネル２５が設けられているとともに、操作者が近接する前
面側の左端寄りに、近付けられた内視鏡１００から情報を受け取る、例えばＲＦＩＤか構
成された受信部１２５が設けられている。
【００７９】
　また、装置本体２の上面であって、操作者が近接する前面に対向する背面側に、装置本
体２に水道水を供給するための水道蛇口に接続された図示しない給水ホースが接続される
給水ホース接続口３１が配設されている。尚、給水ホース接続口３１に、水道水を濾過す
るメッシュフィルタが配設されていてもよい。
【００８０】
　さらに、装置本体２の上面の略中央部に、内視鏡収納口をトップカバー１０３によって
開閉される、内視鏡１００が収納自在な洗浄消毒槽４が設けられている。洗浄消毒槽４は
、操作者が近接する前面側に位置する第１の槽本体５０ａと、第１の槽本体５０ａよりも
底面が低く位置しているとともに第１の槽本体５０ａよりも背面側に位置する第２の槽本
体５０ｂと、第１の槽本体５０ａ及び第２の槽本体５０ｂの内視鏡収納口の外周縁に連続
して周設されたテラス部５１とにより構成されている。
【００８１】
　第１の槽本体５０ａ及び第２の槽本体５０ｂは、使用後の内視鏡１００が洗浄消毒され
る際、該内視鏡１００が収納自在である。尚、第１の槽本体５０ａには、内視鏡１００の
挿入部１００ａ及びユニバーサルコード１００ｃ、内視鏡コネクタ１００ｄが巻回されて
収納され、第２の槽本体５０ｂには、操作部１００ｂが収納される。
【００８２】
　第２の槽本体５０ｂの底面には、第１の槽本体５０ａ及び第２の槽本体５０ｂに供給さ
れた洗浄液、水、アルコール、消毒液等を第１の槽本体５０ａ及び第２の槽本体５０ｂか
ら排水するための排水口５５が設けられているともに、第１の槽本体５０ａ及び第２の槽
本体５０ｂに供給された洗浄液、水、消毒液等を、内視鏡１００の内部に具備された各管
路に供給する、またはメッシュフィルタ等を介し、後述する給水循環ノズル２４から第１
の槽本体５０ａ及び第２の槽本体５０ｂに再度上記液体を供給するための循環口５６が設
けられている。尚、循環口には、洗浄液等を濾過するメッシュフィルタが設けられていて
も良い。
【００８３】
　第１の槽本体５０ａの底面の略中央部に、内視鏡１００の各スコープスイッチ等のボタ
ン類、内視鏡１００に併設されている取り外し可能な部品が収容される洗浄ケースが取り
付け自在な洗浄ケース取り付け口１０６と、第１の槽本体５０ａ及び第２の槽本体５０ｂ
に供給された消毒液の温度を測定する温度センサ１３６と、装置本体２内に設けられた図
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示しない給水管路を消毒する用の給水管路消毒用ホースの一端が接続される給水管路消毒
用コネクタ１４６とが設けられている。尚、給水管路消毒用コネクタ１４６の他端は、給
水管路を消毒する際、１つの送気送水／鉗子口用コネクタ３３に接続される。
【００８４】
　第２の槽本体５０ｂの側面の任意の位置に、第１の槽本体５０ａ及び第２の槽本体５０
ｂに供給された洗浄液、水、消毒液等の水位を検出するカバー付き水位センサ３２が設け
られている。
　さらに、第１の槽本体５０ａ及び第２の槽本体５０ｂの、例えば３箇所に、装置本体２
の水平載置を確認するための目盛り１９０が設けられている。
【００８５】
　テラス部５１のテラス面５１ｔに、第１の槽本体５０ａ及び第２の槽本体５０ｂに対し
、洗剤タンク１１１ａから水道水により所定の濃度に希釈される洗浄剤を供給するための
洗剤ノズル２２及び消毒液を供給するための消毒液ノズル２３が設けられている。尚、洗
剤ノズル２２及び消毒液ノズル２３が、上述した第２薬液管路１２の他端１２ｔにおける
薬液Ｒの供給口を構成している。
【００８６】
　また、テラス部５１のテラス面５１ｔに、第１の槽本体５０ａ及び第２の槽本体５０ｂ
に対し給水するための、または循環口５６から吸引した洗浄液、水、消毒液等を、再度第
１の槽本体５０ａ及び第２の槽本体５０ｂに供給するための給水循環ノズル２４と、第１
の槽本体５０ａ及び第２の槽本体５０ｂに供給された洗浄液、水、消毒液等の異常水位を
検知するフロートスイッチ１９１とが設けられている。
【００８７】
　さらに、テラス部５１のテラス面５１ｔに、内視鏡１００の内部に具備された送気送水
管路及び吸引管路に、洗浄液、水、アルコール、消毒液、またはエア等を供給するための
複数、ここでは２つの送気送水／鉗子口用コネクタ３３と、内視鏡１００の内部に具備さ
れた副送水管路に、洗浄液、水、アルコール、消毒液、またはエア等を供給するための複
数、ここでは２つの副送水／鉗子起上用コネクタ３４と、内視鏡１００の漏水検知用コネ
クタ３５とが設けられている。
【符号の説明】
【００８８】
　１…内視鏡洗浄消毒装置
　２…装置本体
　３…センサ
　４…洗浄消毒槽
　４ｋ…操作者近接位置
　５…薬液貯留部
　６…洗浄ケース取り付け口
　７…ポンプ
　８…逆止弁
　１１…第１薬液管路
　１１ａ…第１薬液管路の第１の部位
　１１ｂ…第１薬液管路の第２の部位
　１１ｉ…第１薬液管路の一端
　１１ｔ…第１薬液管路の他端
　１２…第２薬液管路
　１２ａ…第２薬液管路の第１の部位
　１２ｂ…第２薬液管路の第２の部位
　１２ｉ…第２薬液管路の一端
　１２ｔ…第２薬液管路の他端
　１３…サブ操作パネル
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　１４…ペダルスイッチ
　１５…記憶部
　１６…制御部
　２２…洗剤ノズル
　２３…消毒液ノズル
　２４…給水循環ノズル
　２５…メイン操作パネル
　３１…給水ホース接続口
　３２…水位センサ
　３３…送気送水／鉗子口用コネクタ
　３４…副送水／鉗子起上用コネクタ
　３５…漏水検知用コネクタ
　５０ａ…第１の槽本体
　５０ｂ…第２の槽本体
　５１…テラス部
　５５…排水口
　５６…循環口
　１００…内視鏡
　１００ａ…挿入部
　１００ｂ…操作部
　１００ｃ…ユニバーサルコード
　１００ｄ…内視鏡コネクタ
　１０３…トップカバー
　１０６…洗浄ケース取り付け口
　１０８…ラッチ
　１１１…洗剤／アルコールトレー
　１１１ａ…洗剤タンク
　１１１ｂ…アルコールタンク
　１１１ｍ…窓部
　１１２…消毒液トレー
　１１２ａ…薬液ボトル
　１１２ｂ…薬液ボトル
　１１２ｍ…窓部
　１２５…受信部
　１３６…温度センサ
　１４６…給水管路消毒用コネクタ
　１９０…目盛り
　Ｒ…薬液
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